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組合員数  6,857名（団体含）

貯金残高 76,823百万円

貸出金残高 12,914百万円

長期共済保有高 1,855億円

購買品供給高 2,330百万円

販売品取扱高 1,094百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和４年５月25日㈬
令和４年６月24日㈮　
JA 白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課　藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp白山農業協同組合

（@ja.hakusan）
白山農業協同組合

（@ja.hakusan）
JA 白山

（@530vzuic）

午前９時～12時（基本30分単位）

●日時　令和４年６月25日（土） 午前10時より
●場所　ＪＡ白山本店多目的ホール

新型コロナウィルス感染状況を鑑み理事会及び正副支店運営員長会議で協議の結果、
通常総代会の開催方法について出席人数を５０～６０名規模に制限したうえで安全
対策を講じ次のとおり開催することとなりました。
総代の皆さまにはご不便をお掛けしますがご理解ご協力をお願い申し上げます。

新型コロナウィルス感染状況によって開催日時や開催方法等が変更になる場合があります。
感染予防対策として手指の消毒とマスク着用にご協力をお願いします。

１．支店運営委員中心の総代会とします。
２．運営委員以外の総代各位はできる限り書面による議決権行使をお願いします

第15回通常総代会 地区別議案説明会

第15回通常総代会

白山麓の新緑に囲まれた藤棚は例年GWに見頃を迎えます。
令和４年はコロナ禍でGWに予定されていた「河内ふじ祭り」は中止と
なりましたが５月上旬まで美しい藤の花が楽しめます。

表紙の写真
藤の花

（白山ろくテーマパーク吉岡園地）

地　区

白峰支店

手取支店
 （鳥越地区）
 （吉野谷地区）
 （尾口地区）

つるぎ支店
 （舘畑地区）
 （蔵山地区）
 （林地区）
大神支店

蝶屋支店

6 月 10 日 ( 金 )　午前 11 時 00 分より

6 月 10 日 ( 金 )　午後   2 時 00 分より

6 月 11 日 ( 土 )　午前 10 時 00 分より

白峰地域交流センター
（白峰温泉総湯 2F）

鳥越公民館

蝶屋支店　2F 和室

6 月 11 日 ( 土 )　午後   1 時 30 分より 本店 多目的ホール

全４会場

日　時 開催場所
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令和４年産 品種別作付予定面積

ひゃくまん穀 122ha

ゆめみづほ 215ha

コシヒカリ
品　種 面　積 品　種 面　積

660ha

新大正糯（もち米） 40ha
カグラモチ（もち米） 25ha

百万石乃白（酒米） 1ha

五百万石（酒米） 9ha

その他うるち 25ha

その他モチ 3ha

今
年
も
田
植
え
始
ま
る

所得
 増大

生産
 拡大

地域
 活性
地域
 活性

　
４
月
下
旬
よ
り
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
で
令
和
４
年
産
米
の
田
植
え

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
比
較
的
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
多
く
の
農
家
が

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
田
植
え
を
終
え
生
育
も
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
気
温
の
低
い
山
間
部
で
は
６
月
上
旬
ま
で
田
植
作
業
が
続
き

ま
す
が
管
内
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、「
ゆ
め
み
づ
ほ
」、「
ひ
ゃ

く
ま
ん
穀
」
を
中
心
に
約
１
，１
０
０
ha
の
水
稲
作
付
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
順
調
に
生
育
が
進
め
ば
８
月
下
旬
か
ら
刈
取
り
を
行
い
９
月

上
旬
に
は
お
い
し
い
Ｊ
Ａ
白
山
米
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。

水
稲
の
省
力
化
技
術

          

乾
田
直
播
栽
培
と
は

　
管
内
で
は
水
稲
の
直
播
栽
培
が
広
く
普
及
し
て
い

ま
す
。

　
乾
田
直
播
栽
培
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
均
平
を

と
っ
た
乾
い
た
圃
場
に
種
も
み
を
直
接
播
種
す
る
栽

培
法
で
す
。
通
常
の
移
植
栽
培
に
比
べ
初
期
成
育
管

理
の
難
易
度
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
水
稲
苗
を
管
理

す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
不
要
に
な
る
ほ
か
、
１
枚

５
kg
に
な
る
硬
化
苗
の
運
搬
も
不
要
と
な
る
こ
と
か

ら
田
植
作
業
の
大
幅
な
省
力
化
が
図
れ
ま
す
。

　
管
内
で
は
乾
田

Ｖ
溝
直
播
を
中
心

に
約
１
１
３
ha
作
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
美川地区 ６３ｈａ

鶴来・大神地区 38ｈａ

手取地区 12ｈａ

第
１
回
理
事
会

日
時
／
令
和
４
年
４
月
28
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
第
六
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
第
16
年
度(

令
和
４
年
度)

事
業
計
画
の
承
認
に           

                  

つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
自
己
改
革
工
程
表
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
評
価
結
果
　
　

　
　
　      

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
総
代
会
の
開
催
及
び
付
議
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案
　
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額 

                  

の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
　
同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額   

                   

の
決
定
に
つ
い
て
（
受
信
者
単
体
信
用
供
与
限
度
）

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案
　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案
　
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
号
議
案
　
令
和
４
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大
口
信
用
供
与
等
の
決
定  

                   

の
う
ち
組
合
長
に
一
任
す
る
限
度
額
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
号
議
案
　
令
和
4
年
度
Ｊ
Ａ
白
山
個
人
情
報
保
護
統
括
管
理
者
お
よ   

                    

び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
括
管
理
者
の
選
任
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
14
号
議
案
　
令
和
4
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム 

                  

の
制
定
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
号
議
案
　
職
制
規
程
（
別
表
Ⅱ
）
業
務
分
掌
お
よ
び
職
務

                  

権
限
表
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
3
年
度 

決
算
に
つ
い
て

　
　
① 

第
15
年
度(

令
和
3
年
度)

3
月
末
貸
出
債
権
等
の
自
己
査

定
結
果
に
つ
い
て

　
　
② 

各
種
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て
（
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
・

施
設
15
年
度(

令
和
3
年
度)

決
算
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

２
　
旧
手
取
育
苗
セ
ン
タ
ー
の
建
物
解
体
撤
去
工
事
業
者
及
び
金
額

の
決
定
に
つ
い
て

３
　
令
和
3
年
度 

有
価
証
券
運
用
実
績
に
つ
い
て

４
　
令
和
4
年
度 

第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

５
　
令
和
3
年
度 

第
４
四
半
期
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

６
　
令
和
3
年
度 

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

７
　
令
和
4
年
度 （
有
）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
白
山
第
１
四
半
期
事
業

報
告
に
つ
い
て

８
　
令
和
3
年
度 

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
取
組
状
況
報

告
に
つ
い
て

９
　
令
和
3
年
度 

第
４
四
半
期
苦
情
等
の
受
付
対
応
処
理
状
況
に
つ
い
て

１０
　
令
和
3
年
度 

第
４
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

１1
　
令
和
3
年
度 

第
４
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か
る
対
応
状

      

況
に
つ
い
て

１2
　
令
和
3
年
度 

組
合
員
数
に
つ
い
て

１3
　
第
15
回
通
常
総
代
会 

地
区
別
議
案
説
明
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

１4
　
夏
服
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
対
応
に
つ
い
て
）

１5
　
そ
の
他  

①
人
事
異
動
に
つ
い
て

　
　           

②
共
同
購
入
に
つ
い
て

お友達登録はLINEアプリから『友だち追加』→『QRコード』で
読み取り。または＠530vzuicをID検索
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令和４年産 品種別作付予定面積

ひゃくまん穀 122ha

ゆめみづほ 215ha

コシヒカリ
品　種 面　積 品　種 面　積

660ha

新大正糯（もち米） 40ha
カグラモチ（もち米） 25ha

百万石乃白（酒米） 1ha

五百万石（酒米） 9ha

その他うるち 25ha

その他モチ 3ha

今
年
も
田
植
え
始
ま
る

所得
 増大

生産
 拡大

地域
 活性
地域
 活性

　
４
月
下
旬
よ
り
Ｊ
Ａ
白
山
管
内
で
令
和
４
年
産
米
の
田
植
え

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
比
較
的
天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
多
く
の
農
家
が

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
に
田
植
え
を
終
え
生
育
も
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

　
気
温
の
低
い
山
間
部
で
は
６
月
上
旬
ま
で
田
植
作
業
が
続
き

ま
す
が
管
内
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」、「
ゆ
め
み
づ
ほ
」、「
ひ
ゃ

く
ま
ん
穀
」
を
中
心
に
約
１
，１
０
０
ha
の
水
稲
作
付
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
順
調
に
生
育
が
進
め
ば
８
月
下
旬
か
ら
刈
取
り
を
行
い
９
月

上
旬
に
は
お
い
し
い
Ｊ
Ａ
白
山
米
が
店
頭
に
並
び
ま
す
。

水
稲
の
省
力
化
技
術

          

乾
田
直
播
栽
培
と
は

　
管
内
で
は
水
稲
の
直
播
栽
培
が
広
く
普
及
し
て
い

ま
す
。

　
乾
田
直
播
栽
培
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
均
平
を

と
っ
た
乾
い
た
圃
場
に
種
も
み
を
直
接
播
種
す
る
栽

培
法
で
す
。
通
常
の
移
植
栽
培
に
比
べ
初
期
成
育
管

理
の
難
易
度
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
水
稲
苗
を
管
理

す
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
不
要
に
な
る
ほ
か
、
１
枚

５
kg
に
な
る
硬
化
苗
の
運
搬
も
不
要
と
な
る
こ
と
か

ら
田
植
作
業
の
大
幅
な
省
力
化
が
図
れ
ま
す
。

　
管
内
で
は
乾
田

Ｖ
溝
直
播
を
中
心

に
約
１
１
３
ha
作
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
美川地区 ６３ｈａ

鶴来・大神地区 38ｈａ

手取地区 12ｈａ

第
１
回
理
事
会

日
時
／
令
和
４
年
４
月
28
日（
木
） 

午
後
１
時
30
分
〜

理
事
会
だ
よ
り

審
議
事
項

第
１
号
議
案
　
第
六
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
の
承
認
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
　
第
16
年
度(
令
和
４
年
度)

事
業
計
画
の
承
認
に           

                  

つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
　
自
己
改
革
工
程
表
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
　
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
評
価
結
果
　
　

　
　
　      

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
５
号
議
案
　
総
代
会
の
開
催
及
び
付
議
事
項
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
号
議
案
　
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額 

                  

の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
８
号
議
案
　
同
一
人
自
身
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度
額   

                   

の
決
定
に
つ
い
て
（
受
信
者
単
体
信
用
供
与
限
度
）

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
議
案
　
借
入
金
の
最
高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
10
号
議
案
　
貸
付
金
の
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
11
号
議
案
　
令
和
４
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
12
号
議
案
　
余
裕
金
運
用
関
連
取
引
の
大
口
信
用
供
与
等
の
決
定  

                   

の
う
ち
組
合
長
に
一
任
す
る
限
度
額
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
号
議
案
　
令
和
4
年
度
Ｊ
Ａ
白
山
個
人
情
報
保
護
統
括
管
理
者
お
よ   

                    

び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
統
括
管
理
者
の
選
任
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
14
号
議
案
　
令
和
4
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム 

                  

の
制
定
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
15
号
議
案
　
職
制
規
程
（
別
表
Ⅱ
）
業
務
分
掌
お
よ
び
職
務

                  

権
限
表
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

                  

審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項

１
　
令
和
3
年
度 

決
算
に
つ
い
て

　
　
① 

第
15
年
度(

令
和
3
年
度)

3
月
末
貸
出
債
権
等
の
自
己
査

定
結
果
に
つ
い
て

　
　
② 

各
種
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て
（
リ
ス
ク
管
理
積
立
金
・

施
設
15
年
度(

令
和
3
年
度)

決
算
の
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
及
び
剰
余
金
処
分
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に
つ
い
て

２
　
旧
手
取
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苗
セ
ン
タ
ー
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建
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撤
去
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事
業
者
及
び
金
額
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決
定
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つ
い
て

３
　
令
和
3
年
度 

有
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運
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績
に
つ
い
て

４
　
令
和
4
年
度 

第
１
四
半
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余
裕
金
運
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方
針
に
つ
い
て

５
　
令
和
3
年
度 

第
４
四
半
期
自
店
検
査
結
果
に
つ
い
て

６
　
令
和
3
年
度 

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

７
　
令
和
4
年
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）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
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白
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第
１
四
半
期
事
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報
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に
つ
い
て

８
　
令
和
3
年
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ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
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況
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に
つ
い
て

９
　
令
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3
年
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第
４
四
半
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苦
情
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受
付
対
応
処
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状
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つ
い
て

１０
　
令
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3
年
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第
４
四
半
期
事
務
ミ
ス
等
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

１1
　
令
和
3
年
度 

第
４
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
等
に
か
か
る
対
応
状

      

況
に
つ
い
て

１2
　
令
和
3
年
度 

組
合
員
数
に
つ
い
て

１3
　
第
15
回
通
常
総
代
会 

地
区
別
議
案
説
明
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

１4
　
夏
服
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
対
応
に
つ
い
て
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１5
　
そ
の
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①
人
事
異
動
に
つ
い
て

　
　           

②
共
同
購
入
に
つ
い
て
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●水稲栽培技術向上　　●麦、大豆、そば等の転作作物の栽培技術向上
●肥料・農薬の選定と栽培方針　　●生育調査、刈取適期、雑草対策等現地指導
●省力化技術等生産コストの低減　　●各種研修会、先進地視察の実施
●保有米価格や基準小作料、農作業受託料金の設定　　●ＪＡ営農施設の有効活用
●ＪＡと生産者が一体となって地域農業を守るための活動
●関係機関への要望事項の提出等農政活動

営農だより 

春
の
味
覚 

た
け
の
こ
出
荷

水田活用部会(仮称)設立に
             向けた意見交換会開催

　
４
月
8
日
、
た
け
の
こ
の
市
場
出
荷
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　
今
年
は
た
け
の
こ
の
表
年
に
あ
た
り
、
心
配
さ

れ
て
い
た
イ
ノ
シ
シ
被
害
も
少
な
く
天
候
も
安
定
し

て
い
た
こ
と
か
ら
平
年
よ
り
も
収
穫
時
期
も
早
ま
り

収
穫
量
も
1
割
ほ
ど
多
め
に
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　
出
荷
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
た
け
の
こ
部
会
目
合
わ
せ
会
で
は
今
年
の
出
来
に
つ
い

て
生
産
者
同
士
会
話
も
盛
り
上
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
生
産
者
は
「
今
年
の
た
け
の
こ
は
形
と
味
が
良

く
、早
く
消
費
者
の
皆
さ
ま
に
食
べ
て
頂
き
た
い
」

と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
今
年
は
市
場
出
荷
量
４
ｔ
を
見
込
ん
で
お
り
、

４
月
上
旬
か
ら
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
た
け
の

こ
コ
ー
ナ
ー
に
は
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
た
け
の
こ

が
並
び
、
開
店
と
同
時
に
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ

い
を
み
せ
て
い
ま
す
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ

広
場
と
道
の
駅
め
ぐ

み
白
山
で
は
５
月
中

旬
ま
で
お
買
い
求
め

頂
け
ま
す
の
で
地
元

産
た
け
の
こ
の
旬
の

味
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

道
の
駅
め
ぐ
み
白
山

　
　   

4
周
年
感
謝
祭

　4 月14 日、本店多目的ホールにて水田活用部会（仮称）
設立に向けた意見交換会を開催し管内の主要生産者１８名
が参加しました。
　管内では現在３０７名の水稲生産者（自家消費
のみの生産者を含む）がおり、令和３年度実績で
約１，１３０ha の水稲（加工用米や種子を含む）が
作付されています。
　白山市、なかでもＪＡ白山管内は良質米の生産地としてその地位を確立する一方、生産者の高齢
化や後継者不足はますます深刻さを増しており、コロナ禍による米の消費流通の変化もあって水田
農業の在り方が大きく変化しています。
　ＪＡ白山には既に水田農業に関連する部会組織がありますが、高齢化や離農による会員数の減少
が続いており構成員の重複も目立つ状況にあって、十分な活動が出来ない部会も増えています。
　このような状況を見据え生産者の相互交流を通じて安定的な水田農業経営の実現を図るとともに、
地域農業の維持・発展に寄与する事を目的として新たに水田活用部会（仮称）設立することを決定
しました。

　水田活用部会（仮称）には既存部会の各種活動を集約移行
するとともに新規会員を募ることによって活動の活性化を
図り、ＪＡと一体となって今後の水田農業経営の在り方と地
域農業の維持発展について活 動を展開するものです。
　この後、経営規模３ ha 以上の生産者に対し部会加入の案
内を行い、令和４年７月頃に設立総会を開催する予定です。

名　　称

設立時期

会　　員

主な活動内容

水田活用部会（仮称）
令和４年７月
既存部会の会員及び経営面積が概ね３.０ha
以上の個人・法人・団体を対象とし会員数は
５０名前後となる予定

所得
 増大

生産
 拡大

地域
 活性
地域
 活性

所得
 増大

生産
 拡大

　
道
の
駅
め
ぐ
み
白
山
で
は
オ
ー
プ
ン

４
周
年
の
感
謝
を
込
め
て
4
月
29
日

（
祝
）〜
5
月
8
日（
日
）の
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
に
４
周
年
感
謝
祭
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
感
謝
祭
で
は
は
く
さ
ん
和
太
鼓
響
友

会
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
、
鶴
来
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
、
金
沢

鉄
道
模
型
倶
楽
部
に
よ
る
鉄
道
模
型
運

転
会
な
ど
た
く
さ
ん
の
催
し
物
が
開
催

さ
れ
来
場
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
先
着
で
白
山
市
産
こ
し
ひ
か

り
パ
ッ
ク
ご
は
ん
や
４
周
年
特
別
記
念

き
っ
ぷ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
受
け

と
っ
た
来
場
客
か
ら
は
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

て
い
ま
し
た
。
期
間
中
は
３
割
を
県
外

か
ら
の
来
場
客
が
占
め
て
お
り
、
好

天
も
手
伝
っ
て
前
年
比
１
４
３
％
と

な
る
１
９
，３
３
１
人
が
来
場
し
感
謝

祭
は
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
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　女
性
部

地域
 活性
地域
 活性

　
4
月
25
日
、
青
壮
年
部
林
支
部
は
、
あ
い
わ

こ
ど
も
園
の
園
児
を
対
象
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

と
う
も
ろ
こ
し
、
ニ
ン
ジ
ン
の
定
植
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　
定
植
の
前
に
高
本
支
部
長
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に

つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
意
外
な
答
え
に

園
児
だ
け
で
な
く
先
生
達
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
園
児
た
ち
は

高
本
支
部
長
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
一
生
懸
命

定
植
を
行
い
、
収
穫
ま
で
頑
張
っ
て
お
世
話
し

ま
す
と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

　
林
支
部
で
は
長
年
管
内
の
園
児
を
対
象
に
食

農
教
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
田
ん
ぼ

体
験
な
ど
年
間
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
　
第
14
回
J
A
白
山
青
壮
年
部
通
常
総
会 

開
催

 

あ
い
わ
こ
ど
も
園
で
野
菜
定
植
体
験

令
和
３
年
度
　
第
14
回
J
A
白
山
女
性
部
通
常
総
会 

開
催

　
■
令
和
４
年
度
新
役
員

　
部
　
長
　
清
水
外
志
恵
（
つ
る
ぎ
支
部
）

　
副
部
長
　
太
田
　
千
鶴
（
つ
る
ぎ
支
部
）

　
副
部
長
　
岡
野
ひ
で
み
（
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

　
会
　
計
　
林
　
　
尚
美
（
つ
る
ぎ
支
部
）

　
顧
　
問
　
浦
　
久
美
子

　
監
　
事
　
島
野
　
和
代
（
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

　
監
　
事
　
庄
田
　
咲
枝
（
つ
る
ぎ
支
部
）

　
事
務
局
　
本
　
　
　
部
　
　
　
林
　
寿
々
子

　
　
　
　
　
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
　
髙
本
　
陽
美

　
　
　
　
　
つ
る
ぎ
支
部
　
　
　
北
村
　
裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
谷
　
峰
子

　
4
月
12
日
・
13
日
の
両
日
、
本
店
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
Ｊ
Ａ
白
山
全
職
員
を
対
象
に
令
和
４
年
度

事
業
方
針
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
営
農
・
経
済
・
信
用
・
共
済
各
部
門
の

事
業
目
標
や
取
組
に
つ
い
て
竹
内
組
合
長
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
引
く
政
府
の
低
金
利
政
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
Ｊ
Ａ
の
収
益
の
柱
と
な
っ
て
い
た
信
用
事
業

収
支
が
急
速
に
悪
化
す
る
な
か
で
地
域
農
業
の
振

興
を
基
軸
に
組
合
員
の
信
頼
を
得
な
が
ら
業
務
改

善
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
説
明
さ
れ
た
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
「
持

続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立・強
化
」
の
実
践
・

実
現
を
図
る
た
め
役
職
員
一
同
、
計
画
達
成
に
向

け
意
思
の
統
一
を
は
か
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
白
山 
令
和
４
年
度

　    

事
業
方
針
説
明
会
　
開
催

■
令
和
４
年
度
新
役
員

部
　
　
　
長
　
高
本
　
祐
輔
（
林
）

副
　
部
　
長
　
鶴
賀
宗
一
郎
（
舘
畑
）

組
織
専
門
委
員
　
山
本
　
洋
平
（
蝶
屋
）
　

営
農
農
政
専
門
委
員
　
谷
口
喜
三
雄
（
大
神
）
　

地
域
交
流
専
門
委
員
　
早
崎
　
真
由
（
蔵
山
）
　

監
査
委
員
　
坂
井
　
康
人
（
蝶
屋
）
　

　
　
〃
　
　
　
森
田
　
考
司
（
林
）
　

会
　
　
　
計
　
寺
口
　
直
宏
（
舘
畑
）
　

県
委
員（
県
委
員
長
）　
高
本
　
祐
輔
　

　
〃
（
県
副
委
員
長
）　
中
島
　
正
一
　

事
　
務
　
局
　
太
田
　
裕
介
　

　
　 

〃
　
　
　　
村
上
　
豊
　
　

　
4
月
16
日
、Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年

部
通
常
総
会
が
本
店
2
階
和
室
に

て
開
催
さ
れ
盟
友
や
関
係
者
17
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
高
本
部
長
の
挨
拶
で
開
会

し
、
来
賓
と
し
て
当
Ｊ
Ａ
の
柄
田

常
務
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
看
板
コ
ン
ク
ー

ル
で
蝶
屋
支
部
が
ア
ー
ト
部
門
で

最
優
秀
賞
、
舘
畑
支
部
が
看
板
の

部
で
委
員
長
賞
を
受
賞
、
実
績
発

表
・
青
年
の
主
張
大
会
で
は
蔵
山

支
部
が
青
年
の
主
張
の
部
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会

の
委
員
長
を
兼
任
す
る
高
本
部
長

は
「
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
等
の
食
農

教
育
活
動
を
通
じ
、
コ
メ
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
米
の
消
費
拡
大

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」

と
再
任
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
4
月
9
日
、Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部

通
常
総
会
が
本
店
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
、
部
員
と
関

係
者
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
清
水
部
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、

令
和
３
年
度
の
活
動
実
績
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
活
動
の
取
組
は
食
品
ロ
ス
と
生
活
困
窮
者
支
援
を

目
的
に
実
施
し
た
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」
白
山

丸
イ
モ
の
消
費
活
動
と
認
知
度
向
上
を
目
的
に
白
山

市
と
合
同
開
催
し
た「
地
産
地
消
丸
イ
モ
味
わ
い
フ
ェ

ア
」
健
康
増
進
を
目
的
に
開
催
し
た
「
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
等
で
、
ど
の
取
組
も
「
食
と
農
」「
地
域
活

性
化
」
に
寄
与
す
る
活
動
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
事
業
方
針
で
は
引
き
続
き

「
食
と
農
」
の
大
切
さ
を
次
代
に
伝
え
る
こ
と
を
中

心
に
、「
地
域
貢
献
活
動
」「
環
境
保
全
活
動
」「
食

農
教
育
活
動
」「
助
け
合
い
運
動
」「
地
産
地
消
運
動
」

が
上
程
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
積

極
的
に
食
農
教
育
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し

地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
再
任
の
抱
負
を
述

べ
、
浦
顧
問
の
挨
拶
に
て
総
会

は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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4
月
25
日
、
青
壮
年
部
林
支
部
は
、
あ
い
わ

こ
ど
も
園
の
園
児
を
対
象
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と

と
う
も
ろ
こ
し
、
ニ
ン
ジ
ン
の
定
植
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

　
定
植
の
前
に
高
本
支
部
長
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に

つ
い
て
の
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、
意
外
な
答
え
に

園
児
だ
け
で
な
く
先
生
達
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
園
児
た
ち
は

高
本
支
部
長
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
一
生
懸
命

定
植
を
行
い
、
収
穫
ま
で
頑
張
っ
て
お
世
話
し

ま
す
と
笑
顔
を
み
せ
ま
し
た
。

　
林
支
部
で
は
長
年
管
内
の
園
児
を
対
象
に
食

農
教
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
田
ん
ぼ

体
験
な
ど
年
間
を
通
し
て
様
々
な
活
動
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
　
第
14
回
J
A
白
山
青
壮
年
部
通
常
総
会 

開
催

 

あ
い
わ
こ
ど
も
園
で
野
菜
定
植
体
験

令
和
３
年
度
　
第
14
回
J
A
白
山
女
性
部
通
常
総
会 

開
催

　
■
令
和
４
年
度
新
役
員

　
部
　
長
　
清
水
外
志
恵
（
つ
る
ぎ
支
部
）

　
副
部
長
　
太
田
　
千
鶴
（
つ
る
ぎ
支
部
）

　
副
部
長
　
岡
野
ひ
で
み
（
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

　
会
　
計
　
林
　
　
尚
美
（
つ
る
ぎ
支
部
）

　
顧
　
問
　
浦
　
久
美
子

　
監
　
事
　
島
野
　
和
代
（
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
）

　
監
　
事
　
庄
田
　
咲
枝
（
つ
る
ぎ
支
部
）

　
事
務
局
　
本
　
　
　
部
　
　
　
林
　
寿
々
子

　
　
　
　
　
蝶
屋
レ
デ
ィ
ー
ス
メ
イ
ト
　
髙
本
　
陽
美

　
　
　
　
　
つ
る
ぎ
支
部
　
　
　
北
村
　
裕
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
谷
　
峰
子

　
4
月
12
日
・
13
日
の
両
日
、
本
店
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
Ｊ
Ａ
白
山
全
職
員
を
対
象
に
令
和
４
年
度

事
業
方
針
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
営
農
・
経
済
・
信
用
・
共
済
各
部
門
の

事
業
目
標
や
取
組
に
つ
い
て
竹
内
組
合
長
か
ら
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
長
引
く
政
府
の
低
金
利
政
策
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
Ｊ
Ａ
の
収
益
の
柱
と
な
っ
て
い
た
信
用
事
業

収
支
が
急
速
に
悪
化
す
る
な
か
で
地
域
農
業
の
振

興
を
基
軸
に
組
合
員
の
信
頼
を
得
な
が
ら
業
務
改

善
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
が
説
明
さ
れ
た
。

　
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
「
持

続
可
能
な
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立・強
化
」
の
実
践
・

実
現
を
図
る
た
め
役
職
員
一
同
、
計
画
達
成
に
向

け
意
思
の
統
一
を
は
か
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
白
山 

令
和
４
年
度

　    

事
業
方
針
説
明
会
　
開
催

■
令
和
４
年
度
新
役
員

部
　
　
　
長
　
高
本
　
祐
輔
（
林
）

副
　
部
　
長
　
鶴
賀
宗
一
郎
（
舘
畑
）

組
織
専
門
委
員
　
山
本
　
洋
平
（
蝶
屋
）
　

営
農
農
政
専
門
委
員
　
谷
口
喜
三
雄
（
大
神
）
　

地
域
交
流
専
門
委
員
　
早
崎
　
真
由
（
蔵
山
）
　

監
査
委
員
　
坂
井
　
康
人
（
蝶
屋
）
　

　
　
〃
　
　
　
森
田
　
考
司
（
林
）
　

会
　
　
　
計
　
寺
口
　
直
宏
（
舘
畑
）
　

県
委
員（
県
委
員
長
）　
高
本
　
祐
輔
　

　
〃
（
県
副
委
員
長
）　
中
島
　
正
一
　

事
　
務
　
局
　
太
田
　
裕
介
　

　
　 

〃
　
　
　　
村
上
　
豊
　
　

　
4
月
16
日
、Ｊ
Ａ
白
山
青
壮
年

部
通
常
総
会
が
本
店
2
階
和
室
に

て
開
催
さ
れ
盟
友
や
関
係
者
17
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
高
本
部
長
の
挨
拶
で
開
会

し
、
来
賓
と
し
て
当
Ｊ
Ａ
の
柄
田

常
務
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
看
板
コ
ン
ク
ー

ル
で
蝶
屋
支
部
が
ア
ー
ト
部
門
で

最
優
秀
賞
、
舘
畑
支
部
が
看
板
の

部
で
委
員
長
賞
を
受
賞
、
実
績
発

表
・
青
年
の
主
張
大
会
で
は
蔵
山

支
部
が
青
年
の
主
張
の
部
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
石
川
県
青
壮
年
部
協
議
会

の
委
員
長
を
兼
任
す
る
高
本
部
長

は
「
バ
ケ
ツ
稲
づ
く
り
等
の
食
農

教
育
活
動
を
通
じ
、
コ
メ
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
い
米
の
消
費
拡
大

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
」

と
再
任
の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　
4
月
9
日
、Ｊ
Ａ
白
山
女
性
部

通
常
総
会
が
本
店
多
目
的
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
、
部
員
と
関

係
者
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
清
水
部
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、

令
和
３
年
度
の
活
動
実
績
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
活
動
の
取
組
は
食
品
ロ
ス
と
生
活
困
窮
者
支
援
を

目
的
に
実
施
し
た
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
」
白
山

丸
イ
モ
の
消
費
活
動
と
認
知
度
向
上
を
目
的
に
白
山

市
と
合
同
開
催
し
た「
地
産
地
消
丸
イ
モ
味
わ
い
フ
ェ

ア
」
健
康
増
進
を
目
的
に
開
催
し
た
「
健
康
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
等
で
、
ど
の
取
組
も
「
食
と
農
」「
地
域
活

性
化
」
に
寄
与
す
る
活
動
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
事
業
方
針
で
は
引
き
続
き

「
食
と
農
」
の
大
切
さ
を
次
代
に
伝
え
る
こ
と
を
中

心
に
、「
地
域
貢
献
活
動
」「
環
境
保
全
活
動
」「
食

農
教
育
活
動
」「
助
け
合
い
運
動
」「
地
産
地
消
運
動
」

が
上
程
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
積

極
的
に
食
農
教
育
活
動
や
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し

地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
再
任
の
抱
負
を
述

べ
、
浦
顧
問
の
挨
拶
に
て
総
会

は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
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大
豆
栽
培
講
習
会

 

4
月
26
日
、
「
い
し
か
わ
田
ん
ぼ
の
学
校
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
白
山
市
立
蝶
屋
小
学
校
の
５
年
生
を
対

象
に
白
山
モ
チ
の
種
ま
き
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
西
田
勉
さ
ん
は
種
ま
き
方
法
を
説
明
し
、
生
徒
達

は
芽
出
し
さ
れ
た
白
山
モ
チ
種
籾
の
芽
を
傷
付
け
な
い
よ
う

３
粒
ず
つ
慎
重
に
苗
箱
ポ
ッ
ト
に
播
種
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
５
月
下
旬
に
田
植
え
体
験
、
９
月
に
稲
刈
り
体

験
、
そ
し
て
来
年
１
月
に
は
収
穫
し
た
白
山
モ
チ
で
作
っ
た

か
き
も
ち
を
縄
で
吊
る
し
乾
燥
さ
せ
る
た
め
の
編
込
み
体
験

を
行
う
予
定
で
す

　
5
月
9
日
、
大
豆
栽
培
講
習
会
が
本
店
2
階
和
室
に
て

開
催
さ
れ
大
豆
生
産
者
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
米
の
消
費
が
減
少
す
る
な
か
で
転
作
作
物
と
し
て
の
大

豆
生
産
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の

日
は
石
川
農
林
総
合
事
務
所
か
ら
講
師
を
招
き
栽
培
基
本

技
術
の
説
明
と
大
豆
生
産
に
か
か
る
支
援
措
置
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
か
ら
は
大
麦
収
穫
後
の
大
豆
播
種
に
お
け
る
砕

土
に
つ
い
て
な
ど
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
管
内
で
は
６
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
大
粒
の「
里
の

ほ
ほ
え
み
」を
中
心
に
播
種
を
予
定
し
て
お
り
、
種
子
用
大

豆
を
含
め
た
予
定
面
積
は
約
95   

に
な
り
ま
す
。

　
5
月
9
日
、
ナ
ス
栽
培
講
習
会
が
本
店
2
階
研
修
室
に

て
開
催
さ
れ
ナ
ス
部
会
の
生
産
者
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
石
川
農
林
総
合
事
務
所
か
ら
講
師
を
招
き
ナ
ス
の
栽
培
技

術
を
研
修
し
、
生
産
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
園
芸
作
物
の
取
り
組
み
の
な
か
で
ナ
ス
は
出
荷
量
を
順

調
に
増
や
し
て
お
り
、
新
規
の
ナ
ス
部
会
員
も
２
名
増
え

ま
す
ま
す
ナ
ス
生
産
の
活
性
化
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
は「
千
両
２
号
」と「
水
ナ
ス
」で
約
２
，７
０
０
本

（
面
積
80
ａ
）定
植
を
予
定
し
て
お
り
、６
月
下
旬
か
ら
11
月

下
旬
に
か
け
て
32
ｔ
の
出
荷
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
よ
ら
ん
か
い
ね
ぇ
広
場
の
店
頭
で
も
６
月
下
旬
か
ら

お
買
い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
の
で
地
元
産
の
ナ
ス
を
是
非

ご
賞
味
下
さ
い
。

蝶
屋
小
学
校  

白
山
モ
チ
種
ま
き

エーコープマーク品は、安心と信頼のくらしの良品です。

つるぎ支店　272-1515
大 神 支 店　272-0620
蝶 屋 支 店　278-2315

手 取 支 店　255-5001
白 峰 支 店　259-2003
経　済　課　273-5213

お問い合わせは
最寄りの支店または

経済課まで

講 習 会講 習 会

地域
 活性
地域
 活性

ナ
ス
栽
培
講
習
会

ha

所得
 増大

生産
 拡大

所得
 増大

生産
 拡大
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🌸🌸
🌸🌸

🌸🌸

🌸🌸
JAから認知症に

手厚く備えられる

保障が新登場！

ポイント１ ポイント２ ポイント３

まとまった金額が

受け取れるので、

施設介護にも安心！

認知症に対して

一時金で手厚く

備えられます！

認知症の前段階の

軽度認知障害も

保障の対象です！

認知症共済のご契約例

【ご契約例】共済金額500万円の場合

所定の認知症と診断＋要介護１以上に認定されたとき

一時金500万円 一
生
涯
保
障

不
担
保
期
間
１
年

所定の軽度認知障害と診断されたとき

一時金50万円（共済金額×10％）

軽度認知障害とは？
軽度認知障害とは、認知症の前段階で正常と認知症の中間の状態をいいます。物忘れはあるものの、日常
生活には支障がないのが特徴です。必ず認知症に進行するわけではなく、早期発見により正常レベルに回
復することもあります。

正常 認知症軽度認知障害

患者数約400万人
５年で38.5％が
正常レベルに回復

年間10～30％が
認知症に進行

認知症予防には早期発見・治療が重要です！

共済掛金例 【ご契約例】共済金額500万円、99歳払込終了、月払（口座振替扱）（令和４年４月時点）

※この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概
要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。※こ
の共済には、死亡時における保障はありません。※認知症共済金をお支払いした場合には
ご契約は消滅します。※この共済には、解約時の返れい金はありません。※この共済には、
指定代理請求特約を必ず付加していただきます。※責任開始時以後に生じた病気またはケ
ガによる場合に限ります。※認知症共済金および軽度認知障害給付金にかかる責任（保
障）の開始は、ご契約日からその日を含めて１年を経過した日からとなります。※共済掛
金の払込免除についてはご契約日から保障いたします。※軽度認知障害給付金は共済期間
を通じて１回のみ支払われます。※支払われる共済金は、認知症共済金と軽度認知障害給
付金を合計して共済金額と同額が限度です。

お問い合わせは

22199990147

加入年齢 男性 女性 加入年齢 男性 女性

40歳 3,864円 5,239円 60歳 7,984円 10,724円

45歳 4,524円 6,104円 65歳 10,099円 13,584円

50歳 5,379円 7,219円 70歳 13,154円 17,794円

55歳 6,479円 8,699円 75歳 17,689円 24,209円

※厚生労働省「社会保障審議会介護保険部会資料（令和元年６月20日）」より抜粋・作成
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🌸🌸
🌸🌸

🌸🌸

🌸🌸
JAから認知症に

手厚く備えられる

保障が新登場！

ポイント１ ポイント２ ポイント３

まとまった金額が

受け取れるので、

施設介護にも安心！

認知症に対して

一時金で手厚く

備えられます！

認知症の前段階の

軽度認知障害も

保障の対象です！

認知症共済のご契約例

【ご契約例】共済金額500万円の場合

所定の認知症と診断＋要介護１以上に認定されたとき

一時金500万円 一
生
涯
保
障

不
担
保
期
間
１
年

所定の軽度認知障害と診断されたとき

一時金50万円（共済金額×10％）

軽度認知障害とは？
軽度認知障害とは、認知症の前段階で正常と認知症の中間の状態をいいます。物忘れはあるものの、日常
生活には支障がないのが特徴です。必ず認知症に進行するわけではなく、早期発見により正常レベルに回
復することもあります。

正常 認知症軽度認知障害

患者数約400万人
５年で38.5％が
正常レベルに回復

年間10～30％が
認知症に進行

認知症予防には早期発見・治療が重要です！

共済掛金例 【ご契約例】共済金額500万円、99歳払込終了、月払（口座振替扱）（令和４年４月時点）

※この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概
要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」により必ずご確認ください。※こ
の共済には、死亡時における保障はありません。※認知症共済金をお支払いした場合には
ご契約は消滅します。※この共済には、解約時の返れい金はありません。※この共済には、
指定代理請求特約を必ず付加していただきます。※責任開始時以後に生じた病気またはケ
ガによる場合に限ります。※認知症共済金および軽度認知障害給付金にかかる責任（保
障）の開始は、ご契約日からその日を含めて１年を経過した日からとなります。※共済掛
金の払込免除についてはご契約日から保障いたします。※軽度認知障害給付金は共済期間
を通じて１回のみ支払われます。※支払われる共済金は、認知症共済金と軽度認知障害給
付金を合計して共済金額と同額が限度です。

お問い合わせは

22199990147

加入年齢 男性 女性 加入年齢 男性 女性

40歳 3,864円 5,239円 60歳 7,984円 10,724円

45歳 4,524円 6,104円 65歳 10,099円 13,584円

50歳 5,379円 7,219円 70歳 13,154円 17,794円

55歳 6,479円 8,699円 75歳 17,689円 24,209円

※厚生労働省「社会保障審議会介護保険部会資料（令和元年６月20日）」より抜粋・作成

10Public Relations Magazine JAだより　令和４年５月発行11 Public Relations Magazine JAだより　令和４年５月発行

本店共済課　☎272-3017　　蝶屋支店　☎278-2315
つるぎ支店　☎272-1515　　手取支店　☎255-5001
大 神 支 店　☎272-0620　　白峰支店　☎259-2003　



JA
 　Publ ic Relat ions Magazine JAdayor i

発
行

日
／

令
和

4年
5月

20日
　

発
行・編

集
／

JA
白

山
総

務
部

　
白

山
市

井
口

町
に

62番
地

1  TEL（
０７６

）272－
3333  FA

X（
０７６

）273－
0690  https://w

w
w

.ja-hakusan.jp/
5 M

ay 第
161号

May

5
第161号

2022

（令和４年３月末実績参考）

組合員数  6,857名（団体含）

貯金残高 76,823百万円

貸出金残高 12,914百万円

長期共済保有高 1,855億円

購買品供給高 2,330百万円

販売品取扱高 1,094百万円

私たちの 無料税務相談会
■ 開 催 日 時

■ 開 催 場 所

令和４年５月25日㈬
令和４年６月24日㈮　
JA 白山  本店

■ お問い合わせ・お申込先 本店総務課　藤本
■ 顧問税理士 税理士 本田　英夫（㈱アーマス）

要予約

お申込み順に受け付けております。

FAX 273-0690TEL 272-3333
e-mail  soumu@hakusan.is-ja.jp白山農業協同組合

（@ja.hakusan）
白山農業協同組合

（@ja.hakusan）
JA 白山

（@530vzuic）

午前９時～12時（基本30分単位）

●日時　令和４年６月25日（土） 午前10時より
●場所　ＪＡ白山本店多目的ホール

新型コロナウィルス感染状況を鑑み理事会及び正副支店運営員長会議で協議の結果、
通常総代会の開催方法について出席人数を５０～６０名規模に制限したうえで安全
対策を講じ次のとおり開催することとなりました。
総代の皆さまにはご不便をお掛けしますがご理解ご協力をお願い申し上げます。

新型コロナウィルス感染状況によって開催日時や開催方法等が変更になる場合があります。
感染予防対策として手指の消毒とマスク着用にご協力をお願いします。

１．支店運営委員中心の総代会とします。
２．運営委員以外の総代各位はできる限り書面による議決権行使をお願いします

第15回通常総代会 地区別議案説明会

第15回通常総代会

白山麓の新緑に囲まれた藤棚は例年GWに見頃を迎えます。
令和４年はコロナ禍でGWに予定されていた「河内ふじ祭り」は中止と
なりましたが５月上旬まで美しい藤の花が楽しめます。

表紙の写真
藤の花

（白山ろくテーマパーク吉岡園地）

地　区

白峰支店

手取支店
 （鳥越地区）
 （吉野谷地区）
 （尾口地区）

つるぎ支店
 （舘畑地区）
 （蔵山地区）
 （林地区）
大神支店

蝶屋支店

6 月 10 日 ( 金 )　午前 11 時 00 分より

6 月 10 日 ( 金 )　午後   2 時 00 分より

6 月 11 日 ( 土 )　午前 10 時 00 分より

白峰地域交流センター
（白峰温泉総湯 2F）

鳥越公民館

蝶屋支店　2F 和室

6 月 11 日 ( 土 )　午後   1 時 30 分より 本店 多目的ホール

全４会場

日　時 開催場所
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